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マルチウィンドウを用いた
車両周辺情報の動的提示による安全運転支援
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�� 背景

カメラの高機能化・低価格化が進み，応用される範囲が広
がってきた．車載用途でも運転支援のために利用される機会が
増え，駐車時でのバックモニタ，すれ違い時での幅寄せ補助と
いった運転者の死角補償を狙った応用がなされている � !．車
に複数のカメラが搭載される時代になりシステムが複雑化する
と，運転者が欲しい映像とシステムの提示している映像にズレ
が生じ，かえって空間失調といった混乱を運転者に与えること
が予想される �"!．複数の運転支援システムが車の中で動くこ
とを想定した場合，運転者と環境全体を見つつ運転者とシステ
ムのインタラクションを実現する気の利いた運転支援の設計が
重要である．

�� 車両周囲情報の動的提示

運転者は右左折や後退，直進といった様々な状況下でそれら
を「認知・判断・操作」という動作を繰り返しながら運転して
いる．自車や他車の情報，周囲の死角といった知りえない情報
を認知できる感覚を筆者らはサラウンド感覚と呼んでいる．運
転者のサラウンド感覚を拡張するためには，運転操作を妨げる
こと無くコンテキストに応じた周囲の情報を運転者に与える事
が重要である ��!�#!．そのためには，運転者に対してコンテキ
ストに応じたユーザインタフェースを提供するアプリケーショ
ン試作と改良のための柔軟なプラットフォームが必要である．
筆者らは図  に示すプラットフォームを構築した．プラット
フォームは大きく分けて �つのパートで構成した．

� 全周囲撮像・記録

運転者の死角補償を狙い，� つの広角カメラを用いて車
外の全周囲撮像系を構築した．広角映像は，対象との距
離感が掴めるように映像に自車の一部を含ませた．撮影
した広角映像は並行して記録デバイスに蓄積され，運転
後も任意の箇所を参照できる機能を持たせた．

連絡先$ #�"�%&  静岡大学創造科学技術大学院竹林研究室　
静岡県浜松市城北 ��'� 黒木孝志

� 映像抽出・変換

運転者の挙動や車両情報・コンテキストに応じ，各アプ
リケーションから指定された視点の映像を広角映像から
抽出・変換を行う．

� 映像情報提示

図 "に示すように，各アプリケーションからの出力結果
をインパネに収めたワイドディスプレイに集約して出力
する．アプリケーション毎の出力を統合するウインドウ
マネージャとしての役割を持つ．
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図  $ 構築したプラットフォーム

運転席からの視点運転席からの視点

図 "$ フロントパネルディスプレイ設置図
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�� 車両情報の動的提示

前章で述べたように，運転者は複数のアプリケーションの
出力結果を  つのワイドディスプレイにまとめて提示される．
ディスプレイに提示する際，運転者の挙動や車両情報，コンテ
キストに応じて運転者に混乱無く提示するために幾つかのユー
ザインタフェースをプラットフォーム上で試作した．

� ��� 複数ウインドウの配置

複数のウインドウ配置によって，運転者に分かりやすく
映像を動的に配置するため機能を実装した．図 � では �

つの映像を配置した例である．この例は �つの映像を変
形・拡大・縮小することで，各映像が車体との位置関係
を把握しやすいように狙ったものである．

� ��� 速度に応じた仮想パン・チルト

例えば，幅寄せや発進時に運転者は車両の足元に注意を
向ける．そのため車速は自然と低速になることは自明で
ある．そこで図 �(��)に示すように，広角映像から車速に
応じた視点映像を動的に切り出す仮想的なパン・チルト
機能を実装した．

� ��� 運転者の挙動に応じたウインドウ変形

複数カメラ映像がある場合，運転者がバックギアに入れ
た時のシステムの挙動を例に説明する．バックギアに入
れた事で後方映像が拡大・強調されている事が一目で分
かるようになれば，運転者の認知ミスが低下すると考え
る．そのため，図 �(�)に示すように，この機能は他の映
像は全て隠してしまわず後方映像を拡大することで強調
することと，ウインドウ変形の速度を意図的に見せる事
で後方の映像が拡大される制約を入れた機能を実装した．
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図 �$ 動的提示機能の例

��� パフォーマンス調査
前述の機能を組み合わせて実車上で性能について調査

を行った．調査に使用した *+ は，+*, は -��� .��

��"/0�(0	��������
��)1���+*,� メモリは "/2，ビデオ
カードは 34-1-5 /�6���� ��&&/�("'�72)� ビデオキャプ
チャデバイスは 8����	�##& を搭載したシステムを使用した．
このシステムでのフレームレートは，"'���の結果が得られた．
仮想パン・チルト機能を除くと "9�9:��� の結果を得ることが
できた．また合計消費電力は約 �&&�の電力を必要とし， "4

バッテリ "台を並列駆動させて約 �時間稼動する事が出来た．

�� 結論

運転支援機能の試作プラットフォームとして考えると，ハー
ドウェア実装した時の処理速度や消費電力の利点を踏まえて
も，柔軟に機能の設計・実験できる環境を構築することが出来
るので，開発にかかるターンアラウンドタイムの短縮が図る事
ができる．処理速度については，現行で "'���の結果を得られ
いるがプラットフォーム全体に最適化の余地が残されているの
で更に高速化を望める．以上のように複数の運転支援システム
を搭載させた場合，運転者と環境全体を見つつ運転者とシステ
ムのインタラクションを実現する気の利いた運転支援の設計が
重要である事が知見として得られた．ユーザインタフェース機
能試作のプラットフォームを実現したことにより，今後の運転
支援を狙った研究開発に役立てたい．
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